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地球の歴史はどこに残るのか？

全ては海の底に・・・
海洋生物の遺骸が沈む

海洋生物の種類は地球上ほぼ同時に変化
海面

海底面



地質時代の決定法

かつては・・
時代A 
例えば 
白亜紀

時代B 
例えば 
ジュラ紀

時代Aを最もよく示す地層 
時代Aの標準模式層

時代Bを最もよく示す地層 
時代Bの標準模式層

どこから時代Aなのか 
決められなかった

地質時代：化石相や古気候の相違で区分



地質時代の決定法
1978年以降・・

時代A

時代B

時代A/B境界を 
最もよく示す地層 

時代A境界の標準模式層 
これをGSSPと呼ぶ 

このGSSPの地域名称が 
時代Aの名称として用いられる 



GSSPとは？
• GSSP: Global Boundary Stratotype Section 
and Point　国際境界模式層断面とポイント 

•地質年代尺度における階(Stage)の下部境界を規
程する模式地　エディアカラ紀以降の101境界中 
66カ所(2016.7現在）が承認

日本にはない！
GSSP：最大101カ所
世界遺産：1052カ所



GSSPと地質時代

代



GSSPと地質時代

第四紀基底部のGSSP 
近傍にあるシチリア島南部の町 
Gela（古代はGelasとも 
呼ばれていた）が使われた

地質時代名として 
Gelasian階と命名

新
第
三
紀

新
生
代

第
四
紀

中新世

鮮新世

更新世

完新世



GSSPに承認されると 
　　　”Golden Spike”が打たれる

承認から10年で見直し



GSSPの条件
Requirements of a GSSP: 
1.  Must represent essentially continuous deposition 
2.  Should be in marine, fossiliferous strata 
3.  Contain a cosmopolitan and diverse fauna 
4.  Well exposed, with minimal structural deformation 
5.  Easily accessible 
6.  Well-studied, with published data 
7.  Take account of historical priority and usage 
8.  Contain multiple features for correlation 

1.連続的な層序 
2.海成層で化石が豊富 
3.化石相が汎世界的で豊かであること 
4.露出がよく、構造的な変形が少ないこと 
5.誰でも行ける、研究できること 
6.公表されたデータで研究が進んでいること 
7.従来の区分を大きく逸脱しないこと 
8.複数手法によって対比可能なこと



2017

更新統GSSPの状況

旧Stage境界が 
そのまま承認

イタリア２カ所と 
千葉が候補

グリーンランド氷床コア： 
これでいいのか反対意見も・・

どこかいい場所はないか・・



下部ー中部更新統境界GSSPの条件

・松山ーブルン古地磁気極性境界付近 
　　　　＝＞古地磁気記録を持つ必要がある 

・海洋微化石から海洋環境変動復元が可能 

・花粉化石から気候変動復元が可能



下部ー中部更新統境界GSSP候補地１
Montalbano Jonico section

全面露頭



下部ー中部更新統境界GSSP候補地１
Montalbano Jonico section



Montalbano Jonico section

下部ー中部更新統境界GSSP候補地１



Valle di Manche section, Italy 

下部ー中部更新統境界GSSP候補地２

全面露頭



Valle di Manche section, Italy 

下部ー中部更新統境界GSSP候補地２



下部ー中部更新統境界GSSP候補地３
Chiba section, JAPAN

・松山-ブルン境界の完全記録 
・外洋に面した漸深海 
・微化石，酸素同位体層序



110 cm

松山ー
ブルン

磁場逆
転境界

Byk-E 白尾火山灰層

前期ー中期更新世境界の 
GSSP層位 
いわゆるゴールデンスパイク 
の位置 
この位置が世界基準

Okada et al. (in prep) 
による磁場逆転層位 
Byk-Eの上位110cm 
（今後の研究次第で 
変更もあり得るもの）

千葉セクションのGSSP層位と磁場逆転境界

「チバニアン」

カラブリアン



下部ー中部更新統境界GSSP 
各候補地の状況

候補地 モンタルバーノ・
イオニコ

ヴァレ・ディ･マ
ンケ 千葉

古地磁気 × △ ◎

海洋化石 ◎ ○ ◎

花粉 ◎ ◎ △



GSSP承認までの流れ
IUGS （国際地質科学連合）による投票　60%以上 

ICS（国際層序委員会）による投票　60%以上 

SQS（第四紀層序委員会）全ての申請書を見ながら，答
申を認めるか投票　 60%以上の得票が必要 

WG on L-M boundaryへ申請書提出（2017年1月末） 

最適な候補を１つ選出しSQSへ答申する 

1位−2位の差が僅差なら決選投票実施　2017年初頭



中部更新統のステージ名

Ionian vs 
Chibanian

ステージ名は 
GSSP周辺地名 
＋ian or an

千葉時代は 
Chiba + ian 
= Chibian階 

もしくは 
Chiban + ian 
= Chibanian階

to be ratified 
in 2017



チバニアン承認で 
想定される地学教育への効果 

・単なる暗記対象だった地質時代名が 
　背景のストーリーを語ることで興味の対象になる

・地質時代名に日本の地名 
　地球史教育の導入として用いるとよい 
　例えば以下の分野が凝縮 
　　古地磁気層序，微化石層序，酸素同位体層序 
　　岩相層序，放射年代　等々・・


